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小学校全教職員及び 

中学校英語科担当教員配付 

新学習指導要領における「学習評価」を考える ②「小学校高学年(５・６年)」Ⅱ １ 

 ●｢音声の特徴を捉えて話す｣の評価

発音が苦手、発音を評価する？ 

ア 音声  

（ア）現代の標準的な発音 

（イ）語と語の連結による音の変化 

（ウ）語や句，文における基本的な強勢 

（エ）文における基本的なイントネーション 

（オ）文における基本的な区切り 

⇒ それ自体を観点別評価の規準とはしない

が、適切に指導を行う。 

ただし、各単元において、３観点をバランス

●前号に引き続き、小学校における学習評価について、「報告書」、「通知」及び「参考資料（暫定版）」など

を基に情報を一部整理します。「参考資料」については、暫定版となっています。今後変更される可能性が

ありますので、留意してください。 

 また、情報の一部を整理していますので、当該部分のみを読んだ場合に、情報が正確に伝わらない場合が

あります。「報告書」及び「通知」を熟読していただくと、さらに理解が深まります。 

 文部科学省により、右図のとおり、３つの

観点と５領域についての評価規準が示されて

います。いわゆる「参考資料」の第２編と照

合すると、この評価規準がどのような過程を

経て作られたかもわかります。 

特に、［技能］の部分には「実際のコミュ

ニケーションにおいて」と記載されているこ

とや、「思考・判断・表現」の部分には「コ

ミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて」と記載されていることにも着目

したいものです。 

５領域のアイ(ウ)の１３個の目標が、この

評価規準に反映されています。 

 
●

 

～語尾にも着目～ 

知識⇒～を理解している 

技能⇒～技能を身に付け

ている 

  

思考･判断･表現

⇒～している 

主体的に学習に取り

組む態度⇒～しよう

としている ※全て暫定情報です。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●新しい「書くこと」の評価の留意点

アの目標は，「大文字及び小文字を正しく書

き分けること，語順を意識しながら，語と語の

区切りに注意して，音声で十分に慣れ親しん

だ簡単な語句や基本的な表現を書き写すこと

ができるようにすること」を示しています。 

イの目標は，「英語で書かれた文，又はま

とまりのある文章を参考にして，その中の一

部の語，あるいは一文を自分が表現したい内

容のものに置き換えて文や文章を書くことが

できるようにすること」を示しています。 

 

採択教科書を分析すると、次年度の指導の方

向性が見えてきます。特に「We Can!1/2」との

共通点と相違点を整理すると、意外に今年度の

指導が活用できることが分かります。 

右のように表で確認したり、箇条書きや文書

で整理したりしてみてはどうでしょうか。 
【箇条書きの例】 

●評価の準備に欠かせない教科書分析

中学年の外国語活動の記入方法は？ 

この他、「通知」には、「記述欄を簡素化した

上で、評価の観点に即して、」とされています。 

つまり、３観点を１文に整理して記述した

り、３観点をそれぞれ１文にして記述したりし

て構わないということです。 

大切なことは、観点に即して、必ず記述をす

るということです。 

 ●３・４年生の指導要録の記述は？

～新しい指導要

録の参考例～ 
～現在の指導要

録の参考例～ 
書式や書

き方など

を、各校

で確認！

※全て暫定情報です。 


